






































調査 は,現 王(AbumbiII1968年着 位),
王 の仕立 師ThomsThangyie氏(1932年生,
1940年よ り王の従者 として出仕。調査時 は筆
頭重 臣。稼業 に貴族 ・重 臣用の仕立屋を営む),
重 臣ShusamuelMunsho氏(1920年生,
1933年にプ リン ト布 を入手 し下帯使用。1960
年 に現代 タイプの一式 をは じめて新調)を 主
に,王 国の人 々よ り行 った。
彼 らか らの聞 き取 りで はパ フツー王国 は,
16世紀半 ばに,現 在 のフ ンバ ン(Foumban)
北 方よ り,イ ス ラム勢力 を恐れて移動 して き
た とい う。伝承 では第1代 王(Fir-lu1593～
1646)が王国 を形成 し,第5代 王(Chunga
1756～86)の治世時 に王 のみが腰衣 と して藍
染絞布 を使用。第6代 王(Ngwa・Bi1786～
1822)の時,貫 頭衣形態の衣裳が流入 し,王 ・
高位貴族 の一部 が これまでの樹皮布か ら木綿
布 の 褌 へ と な る 。 そ し て 第8代 王
(Achirimbil1852～81)の頃よ り,ナ イ ジュ
リア ・ハ ウサ族系 の衣裳 の影響を受 けた現在
の王国の伝統 的民族衣裳 の形態が完成 した。
また,グ ラス ラン ドの諸王国 の儀礼 に広 く使
用 されて きた 「藍染絞布」 の出所 も,隣 接す
るナイ ジェ リア南東部 である。パ フッー王国
で はパル ミュラ油 ・鉄製 品 ・奴隷 などを以 て
ナ イジェ リアのハ ウサ系 ジュ クン(Jyukun)






























































これは彼 らが祖布 「樹皮布」を使用 していた
頃に 「藍染絞布」が移入 され,こ れが王権威 地図II調 査地 グラス ラン ドの一部
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